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 ◆実施日時：平成２０年１２月１９日（金） 午前 1０時～１０時３０分 

◆場  所：都議会議事堂６階第一委員会室 

◆出 席 者： 

  【大江戸線延伸促進期成同盟】     【東 京 都】 

     会  長  志村 豊志郎 練馬区長          谷川 健次 副知事 

     副会長  しばざき 幹男 練馬区議会議長     金子 正一郎 交通局長、他幹部職員４名 

関口 和雄 練馬区副区長      只腰 憲久 都市整備局長、他幹部職員５名 

     幹  事  鐘ヶ江 盛人（大泉町二丁目町会長）   村尾 公一 建設局道路監、他幹部職員１名 

松平 晃一 （大泉学園緑町会選出） 

         小川 善昭 （大泉学園町東町会長） 

野瀬 廣信 （西大泉連合町会長） 

     顧 問 石川 芳昭 都議会議員、 野上 ゆきえ 都議会議員 

         髙橋 かずみ 都議会議員、松村 友昭 都議会議員 

山加 朱美 都議会議員 

     練馬区 環境まちづくり事業本部幹部職員２名 

【練馬区議会大江戸線延伸 

および沿線地域まちづくり促進議員連盟】 

     会 長 中島 力 練馬区議会議員 
 
◆東京都副知事からのコメント： 

大江戸線の延伸地域は私にとって非常に縁の深い地域である。東京都としても、この鉄道

不便地域を一日も早く解消することを行政上の大きな課題・目標として考えている。 

練馬区施行の「土支田中央土地区画整理事業」は、

平成１７年３月の事業認可後、順調に進捗している

とのことであり、都においても、補助第 230 号線

の用地測量を開始するなど街路事業を進めている。 

大江戸線延伸の事業化については、さまざまな問

題がありますが、運輸政策審議会答申における「整

備を推進すべき路線（Ａ２）」の位置づけを踏まえ、

一日も早い達成のため、今後も、都・区で協力して

いくことが大事だと考えている。 

本日の要望については、私より都知事に伝える。 

臨臨臨時時時号号号   
大 江 戸 線 延 伸 促 進 期 成 同 盟 
練馬区大江戸線延伸地域まちづくり課 

大江戸線延伸促進期成同盟では、大江戸線の光が丘から大泉学園町への延伸

について、導入空間となる都市計画道路補助第 230 号線の本格的な整備に向け

た準備が進んでいる状況を受けて、大江戸線延伸の早期実現に向けた要望書を

東京都に提出しました。（要望書は裏面参照） 

今後も、沿線地域のみなさまとともに、更なる延伸促進活動に取り組みます

ので、ご協力くださいますようお願いいたします。 

地域住民を代表して、鐘ヶ江幹事、小川幹事が 

意見表明をしました 

（左より志村区長、関口副区長、鐘ヶ江幹事、小川幹事） 

志村会長より谷川副知事に要望書を手渡しました 


